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所

住

厚

の

巻

者藤

う

達

示
告

所所
業
現

場木
土

と

市の

樽次

ら
か也

日
の

す

に示

備変

にり

所お

役

限
也 のに

林分
達 安部

保

名
氏

指



ら

道路道区中か

１２３

豊川

の線の郡中

路路川
頃

町豊

類名域頃郡

種区

道旅骨町
安

北 海

更の 北

道しそ日 海

たのか平 道

。関ら成

路
告法

係２ 示

図週年 第

面間８

昭
和

は、月

、一 号年

北般日

道 公 報

１２３

道路道区小地
市 の線のか番

樽 路路先
谷 類名域小地

塩 種区ら

道小塩で

丁市
ま ３樽
先

第

更の 北

道しそ日 海

たのか平 道

。関ら成

路
告法

係２ 示

図週年 第

面間８

昭
和

は、月

、一 号年

北般日

号

居
下

平辺
成高
十島

三停

年車

八

安

場

道来
豊番骨

頃地
前

線変後

場
車

停間先番

敷
前別

更の
地

建覧

第道縦

律海の

法

設に
路る 第

道す ）部供 号

後整。
び 項

及 １

課 第

備 条

北 の

道樽谷 目

環３
前

変後

線間２目

状丁 番

敷
前別

更の
地

建覧

第道縦

律海の

法

設に
路る 第

道す ）部供 号

整。
北 の

び 項

及 １

課 第

備 条

月線

二
十
八河河

日

町町
幌幌

士士
郡郡

東東

火

下下
字字

曜

辺辺
居居

の

道延

海
北

員らで
かま 幅

知
事

海 規

国重

堀長

道 定

土 り

らで広 よ

かま帯 に

業 路

現 道

木 、

所 の

に 区

備 域

い の

置 次

え を

の

道延

海
北

員らで
かま 幅

知
事

小 に

道 定

海 規

国重

堀長

業 路

現 道

木 、

土 り

樽 よ

置 次

え を

備 域

に 区

所 の

い の

日

線線
２２

西西
番番

達道

らで
かま
先先
地地

平組
１

の間

也と区
等複

に

成合

お

て と

月る

８す

年属市

海

地村北

町
変示
告 り

、

市

公員成道

方職平

務共
月職

等組８村

員済年町

の間

也と区
等複

達道

合

た平京

誉 北し市東

定栄
を 海

）世 た 道。成区都

表
規８村谷 え

彰年町田 た

り

、 お

て と

則月て名区

地
１

後

変示
告

先
ま
で

前

ま かまか

体
団町

共
公

日方

７地
等

員

共

市
道村

海
北

済及
海組

合北北済

組び日共

公

道合 海 法
職第 市 和市款

昭道 都定

済の 村 法共条

年町 員５

合定

第職 組規

律

名

成氏上

平日

道体

海団雅

北は

年又野
級

第
則
規名恵

功

優 号

で

公

らでら

後

町
組務 済事 共部 員一 職

村

合 合組

理等

親

合 長
事

かに 員
き 済 第
平づ ）共 ら基 号
成

、 組 告

３
度北成 合 第

年平 条

公 決海

規
の知告度 の

算道年 項
依堀の に
載算 定

登事決

基ン

にュ

）ミ勝

頼要 よ

事北界

知世

くン
績 づヘ

の知選 の 彰道道

表海柔

を会

者堀大

賞権

受事手

かま

表 らで

一
三
六

松

帯
道
海

北

計 公 北
あを 、

が旨 り

義
貞

る

。也す 道
た告 海

っ達 と達－

の子

次女 内

。

市

お 現
木

土
広

決容ロ

り也キ

所
業



他前前
年支平 度 経年

成

理度繰十 越三 長 か支

年 期計

八 ら払

北 海

の

礎息 設

負掛施基利そ

担・金び他

入年及

収

道 公 報

４

経人区 各
算 単

単計

理理益収 経損
支要

収の 位員別表
位

第

員 料当職 人合 給一組
３

料 〃〃は 給数 月りの た

、 額

号

及

合合 数
員

合組組 組
２

給 料

員 給員

び

月 付 繰準二 積十 立出 入備

八 金金金）日

火

曜

金入

売付当

品収

交配 商

金金上金 次分） 、入 は
況

状旨 業

の 務
健る期 あ

で
り

お 保と短

。

次 月

長

と 万の 百額

：：：：り ））お 円円

期期期期あ 長短長短で

額の数 月

。
る お別 と

の
次種） 、人 は

員 。合 る組 あ般 で一 り

日

期

宿
泊

金

務

貯

業

一
般
職

員
合
組
般
一

）
特
別
職

付

健

貸

保
泊

物

宿

資

合
組

長
村

町
市

）
員

定
特

金

計

貯
付

貸

位
単
：
人
）

組
防

消
合
員

続
継

意
任

一
三
七

基
資

物
払 円支 千金 ：年 位礎 単
）

組
合
員
合

計



流固繰流

計

動定延動

負

北 海

次差区

照 繰当対 度借 引 年資 貸
要 益 期計の 長利表 越期

道 公 報

経 職年 礎

老退基他そ次

給支

保金理 者度 の 年 人

付払 出 健へ他 拠

第

払

食 費合

旅商飲委支連

材託

・会

品

号

給役

平
成職
十
三
年付員

八

産産産）債

債

資資資負 旨 給

金分）

） 立産

失 積
付損

短

金

期

出入 負支 拠準 拠金繰

長

金金金金出金

担 出備

費息金

務込 料

仕利

事払

費入費

月

給 二
十
八金与 日

火

曜

期
業

務

日

保
健
宿

泊
貯

金
貸

付
物

資
基

位礎 単

年 ：金 千支 円払 ）

一
三
八



負掛施基利

平 礎息 設

成 収

十

入年及

三
年 担・金び

八

北 海

４

経人区 各
算 単

単計

理理益収 経損
支要

収の 位員別表
位

道 公 報

当

職 人

合 組組給一組
３

員は

り数

たの 合料 合員
、 員月給

第

員

道成合

海平組

北

２

都

給

員月び

職８及

市年数

済日料

共７

号

商 は

計

又

定金
余

固剰

月

品

交配

二

付当十 売

八 金金上金金日

火

曜

次分） 、入 は
況

状旨 業

の 務

る期 あ
で

り
お 保と短

。 健

数額額と
の の月

次 料

長

お
あ

）万）で

人百円り 種

組月

組
般

一。

）る 別円

次 道款、

定は 海合額

北

の

第
都

で 職規北り

のお 市条と

共基都る

員に道あ

定海

債金
損

欠 負

づ市。

日

期

宿
泊

金

務

貯

業

合
員

組
長

市
合

成済

組平共

、員 済き職
組 合

算長

告決事

度理 公年合

公
を越

旨
要鳥

の

付

健

貸

保
泊

計

宿

員
組

防
消

定
特

合

単
位 員

る行

す
告忠

） 意

人 任：

る
す市 属

に
合
組

１
。

組
続

継

付
貸

金
貯

合
員

地

合

組
務 等事 員部 務一 公

方

等
合

合

一
三
九

基
形

財
払 円支 千金 ：年 位礎 単
）

計

計
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要

計
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健へ他長 拠 給支

越 保金

付払 出期

道 公 報

払

食 費合

旅商飲委支連

材託

・会

品

第

前前給役

長 支

越

度繰職

度 年年支

払期計付員

号

そ他

平経

成

理 の
十
三か
年他

八

短

金分）
産

益

旨 利

ら

期

負支付 拠準 拠金繰給

長

出金金
立 担 出備 出入積

金金金金 費息金

務込 料

仕利

事払

費入費 金与

立出 備積

給 付 準

給

金金）

月

収繰 二
十入

八入金 日

火

曜

期
業

務

日

保
健
宿

泊
貯

金
貸

付
財

形
基

：年 位礎 単

金 千支 円払 ）
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１

にる契

平資平者め
る定

成格成

平 必も 及

成 年び年要の

十 ８発度なと

三 月注に資す

年 すお格る

八 日るいは。

北 海

規 北

地定 海

に

免上

道

よ
方 磯

網

り
自 さ

走

、 許治 け

支

一
法 ・

庁

般
施 い

告

競
行 わ

示

争 番令 し

第 定

道 公 報

置お第平

漁定な示

る告
成

業
法漁、
業免

和つので８

昭に許号年

い内告月

年て容示

、たし日

第

流固剰

計余計

動定

負

号

動定延

流固繰

月 工て、約

二 事道

十 のがに

八 種締定平

日 類結め成

しる
とと月

うの８

よも年

火 すし
る、日

曜 当に

に該一

入 昭 第

札 号 支和

号号に
令 漁上す

政加
年参

庁

郡者
第 磯る

業

以 権町要
。 磯必
号 上に

告

次るた

法

者辺資
下 茂な

ときお

第のべと

律
お事り

る 第
免、あ ）り項で 号
許制
し限。

件 定

条 規
。は の
た又 条

）債債金

債

負負

及 に

産産産

資資資

日

るに争

北め約競

定契般
の

網約り札

道契よ入

海

るす告

支係注公

走に発
事う

般工行

長一るを

庁

津

田入種立

争の道

太競
札類

」 の丁定
令 １を

政 地格

示

う 番。 住い ２た
と 目め

丸第
） 所号。 ３

及山

り

び よ

郎５

び三の

權条

間北 成

期 平

続 、

存
は海

成事 月

平知 ８

、道 年
海

月 島

７ 渡

年堀 日

敏には別

参、

世
３

すに紀

夫加

格 道過請平本き

元で資

事こ要 税去け成工る

をにと
８対。

滞、し年にと件

項

か１ 氏ほ第

納道て

名名の

政。道本事業

次と工営
数

工 令 い令が業年

の政

う内が

事 第 ず第行、

れに
指装２ に

け道
海也 お

北 に

日達 区

２
の

事格

資工
資

す特 し内国月応の

ての又
物地現建

い博は日る例

・公に業

い館方在設

な
料団いの

と資共お法

こ

業

・と、可

館体て許

。

しにに

習結内種

学締道

の応 も名仕年 条 条対

展

工上 ４ ４す 該競上以 の

建 す入事で 第 第る 当争

る 項 項設 る札業あ ２ １
と関建こ の に業 こに、

定 定 。す具と 規 規法

る和 指事 に す昭 る工。

名業 よ
り 者

要

な法 停う 競 で年 をの

い立

の道と道

格類件
種

習別。別

学津う津

森立
） 展

展のの

館紀紀

示世世

又監

館か店る

示、本係

常誠営技

の、は理

等つ
等又

展に所者

設実業術

示履

一 物行事は

四 のし務主

一

有術

示実を技

展た所任

律 止ち 争

事がす者

工績

れず 札 こ第 さい 入 い
へ とてれ

加

な） ） 参

いか 号 の 。

い 可 排

こつ 許 を

いに の
許 れ

、 種 さ

。て 業 除

と

学

示森森

を 築 い

可 建 て

示示

請展展

事習習

工学

工

示示

約展展

契館館

負
格

資
の
事事

工

と任

負るこ専

請あるを
置

を。配

約と。で

契こ て 業 で

け 事 者

受 工 る

、 こ工の
ら い大

か な、

下
以

」
格
資



６
し格資資に有資

成資約

は

格効 申たの格係格

再

有一１ の期 請申有のる

書期効般の 有間 し請効
効の よ

間争に 期更

う類間期競

とを及

北 海

企

再次行格再

をアイウ

小有業 申申 のう資中を

とを企す組 請請

いこ格

又

のの れが有業る合

ず

協では 事方 かです等者

にきる

道 公 報

５

提

格 資申資申
たアイ資

審審書出 請審 格格請提
のの の先 査査類先査 出

方 申申提所再 の ののを

請請出在申 名

第

４
て格申

い定及め資

つ規
済小協い審

てす経中び

、資産企業る査請

はる

き申の 当格業業組との

長協に。請

該要局等合

小のが同あの
時 中件

号

年
律 小下

法 中以

平第 企
成業中
十等小号 三

） 協企

年
第 同業

八

め

す提び間は入新定

等

し該資のる

る出当、札
を札約

はな期格落契

者

係

４れの有決に

、け間
な新るのる

のば更す定

続認まの

のら手と日も

たとあ

請いめでで

申な

同あ協法
類旨する

書。

当。の組る業

由該る者

る該の合

す当合も組

で格業限あ

者資企にで

き係合。資

引に組るる

き営除をを

続るを）格

格を。更す

資業く変有

はす称地請

を相）しる

郵電

平次こ

、、る

は法
掲に海便話

成にと北
り網号号

年げよ道番番

月申行走

８る
請わ支

－ 日書な庁－

か類け経

－ らのれ済

９提ば部

合て期

企う行組っ時期
び

等営官法は及

業ちう
年需３設方

協業公第、

格第の

組数適条立法

同

合号に

又係組４際

合に
証掲格

協資のに資

はる
をる有

組要明げを

業格

３ 組

合件
月

条 合協

二

第 法同

十組１ 八

項 昭合

日

と第 和」
掲 律。に 法う号 年い７

火

及げ 第）

曜びる

通。め

ののるた

中協 号

にあ効

先が有

出知、

提

更

該日の

当た間

、っ期

の、

先１は

出ら新

提か

行

の

で

得続でた者

示にわ

指

の

う合るのそ

よ、あも

はを成

す又格構

と併資

変

の渡すを

も譲有員

る

りでし

、よ者更

はにる

の

審継のも

格承そた

資
査し構

月出な林北

先ら務海

ま、い網内 日にな課道

で当。走線

の該市

間提北
３

なの西

し先条

に出７

なよ

ばに目

れ示丁

け指

次、す業る

がは有企す

い用と合で

の適る組者

ずしきあ
の

かい下も

れな。以る

に。

員

す組成

当業構

該企が

）

きと過

と」の

る合

日

団 条
業合 ３

企組 第
小業

組 定
の下 規
体以 に

小
関組 中

に業 る
織協 す

い 等
法と 業
る」 企

す合

りる。

よめい

に定な

律

６７

作契
札交交便便

第う入郵郵

入。

札）説等及
電 の 保第明付付にび 条

書よ 証

の場方る報 ７

申
再者員

のた成

金

５

請資
入保

下 札金 札

入開開入以証

保 札札札にを

らり

日場日加付
消 参納

２３４

。し

い成

な作
の
約海札入

入平資契北入

を条道執

履札成格

に

走の

行参年有項網行札

海る示市場場

加北すを

。を

、う数

はい半

場す

１

に）占

２
北

次 海

の平入 道

と成札発発工 網

に注注 お 走

り年付をを事 支

一８すすす 庁

般月るるる期 告

う 協

に
和 組）
昭。 同
合

る
のす
有
格を
格
資資

７

札よ びか の交入に 及条
第 付にる 北ら 納付所法

の関入 海

札 道す北 免

場認 務 除条る海のは 財
で項網所め 規
、ま事道

市交い

付の走でな 則
納
方定
る７す 和

法め北付。 昭
等
はと条る

所時金よる
税 しす

証費
す。
と とと

」 うこ
等 時

者
う 海成ににる

い 北平
同同。 道
９。。、
） 網年じじは

の
当 総月そ

相 走

額 合

含 舎の
を 庁日者

場７及所

る道こす北所

に走。所条び

所者網と

網要庁３時北

必支西日

郡資示目道

走な告丁海

北走

津格第網

別

網７

字に道北

町号海市

事工工

和定走条

共規

競 示

争日項事事間 第

入のの

札名仕 号

称様契

数結

下び締

以及等約

」説翌

札札の

入量入日

喪者

い立書か

と道明日

格
資

る
す
定
規

に
失２
が

３ 北
、こ西。 年

に
件
要

自よ目 道
方に丁 海

地ろ

施海 第
法。北 則

治る 規
行道
走 。
令網 号

経

和庁 下
昭支 以

。 ３）積
む 金見

年済 財

号後た
の ２午っ

） 階も

会２契
に
額５

室金の

議時約分

支西

及る
税す

費当
消相

目

立道経丁

道る庁３

す
別林

別津部

津立済
務 世

学

学森

森の

の紀

紀世課

平

う津にら
示展

展習

習

る成

。別よ

）
を北世。

森月

施道の１

実海紀年

す網

る走学

長示で

庁展ま

。支習日

こ
い
な

し
当

該

示

太展
館

と
と

一な

四っ

二

令林 規
政部 務

は
き
と

た

課 」
第務 則 方上
地以

び額

）い
号と

展
館

館示

税札
費入
消の

夫式
一

敏

事

田工

事
工

示

。
う
失

を
格

資
、



１ 北

次 海

の平落 道

と成札 教

平 に お 育

成 り年係 庁

十 一８る 網

三 般月物 走

年 品 競 教

八 争日等 育

北 海

本のの細

契日ここ詳

イ

札札、

の語入入は

所約

執札

続び及の入 在手及

地お本契行説

に日び

道 公 報

約名

捨税す者最契

イア

札あ制に

て事る落で低

金者額者る限関

た業金

を格る

額でをとか価す

る札っ申事称

）あ入な

を

第

開号。入る

要そ各るア

の札 掲金を

札に札落額
定 る等算

と決 げ額加 の
他札係た

にに 入にし

き

当

号

札入約

落財て契
っ

８９

則 の作

規 者札書

務
定効の

第 決有成

方な要

法入否 条

月 入の 局

二 札名 告 道
十 に称 示 教八 よ及 第

日 育りび ３

落数 号 庁札量

網者
を１ 走火 決月

教定北当

曜 し海た 育

、書

い国約は明

た道り

郵電使貨、公に

て通は

す達する

便話用調開よ

続。

号号る手る。

番番
言
語の

及停

び止 － －

通等 －貨が
有 北

出定を

もか書たし設務

記はるし担北

っ免に者

落事載、こて当海

て税

る網

札業す落といす道

決。組走

金者る札。る

庁

とあと定織支

額でこ

るか速名経

する。後の

で問か及部

のをや称済

た 及る金

お

、わにび林

、て こ費

てっ び消額

い
に、 公等該

２は の税当

定札 に取額

規入 告の金

るに めい１

す書 定扱に

札満

格載 入未

資記 る円

に １札 第

有れ にの

をさ

し に
） 定。 規る の限 項

札 た
落 め

を 定
者 り
た よ

者 予

局日

育単

。教の

告庁価

示

り

澤
高

長
局
育
教

走
網） 走。 線 網る 内 道得

海
市
北

ず消所務
目
丁
３
西
条
７

に見税地

札、費在課

入

税

すっ課

加もの

参積等

の者

は額業

者金事

るた

で

、
消

あ

た 関端
等か の 税る 分 費

あ

い額 るが

な金 す数

し

該 にと の当 件る

者に 条

、 入額 反は た金 違き し
たそ 札の し
、入の

５ 規は数 の 務札端 分 財

。 の
る 格

す 価
と 定

、金 の
低

最
で

内
囲

範
の

限
制

造事

検又代製う型
良

正
技 者

申名又業遊 表 定は

条務た

請称は所

北

遊のの 海

技遊で平

の

道

機技、成

適

公正

の機同 安化

認の規年 委

定型則８

等

員

及式第月

に

会

免 に

７

課当業

る相事

係に税

６
般般成約名所

一一平契
に在 競競
入入北す

争争年関称地

相 第無額 に 則

札札海る

効を
当 と切

２３４５

条すすり
契 落平落落

約 札成札氏住札

の 者金 を

相

８氏手 円 決年の名所額

も
を

格
価

し月名方

定

物パ物
の２

等ソ等×

品ー品台

及検の機 名ル数校

のナ

在種 氏 のび査所の

の 者

回

名所名行地類

氏住を

式

山佐表山胴

岡山代岡

技

新式締浅遊

県株取県

佐里

市社郡機

見会役口
町

尾野庄

高

関

びに９ 告す

型関条日 示

式す第
る

第

のる１
法
律

検技項 号

の定
和 等上規

昭 定術の

に
にり
法 す格よ

年 関規に

則合示
第 規適公

律 る

公教務海海

の道事北北

庁担教網

告育を道道

道

走す庁市

網当育走

公

育組走７

教る網北

安

告の育西

局織教条

委

第称企丁

示名局３

員

た７及日東を

１及画目

住キ都定

日日び立京決

タ西手

ピ区た

所ャ港し

目
会丁

式二
株橋

ル新続

社

称コ量

代番

の
タ

ー）

ュ科

ピ業

ン職

式
２

借
貸
賃

慎里

地一見 番
の

地
番 １

一
四
三

しす北

和い。道 ）

昭てる海 号
る公 第

年旨安
会 ４

家検員 第

国の委 条

安委 項

公定
営定

員俗長 検

委風員 の

び総

則等い

規業潮 を

会

号会

在課
所務

告 地

示

表

田 う

義
正

房
花

役
締
取号

及を

号制）

４規。

第の
行

）
６業っ

第び



定は

概要検検検検又代
者 定の 製型申名 定表 定

の 試者及 年有 造式請称

月 験のび 番効 業

北 海

検検又代製う型式の
３

業遊遊型 表 定定は造事

称は所技技 者 の申名又

式 の 者及検の機機 有請
のび査所のの 効

道 公 報

事
う型式の概要検検

２
技式定 業遊遊型製型定

式業 の機機試年 造 所技

月 所のの験番

第

は造

要検検検検又代製

の 製型申名又 定表 定定

検 年有 造式請称は 者 定

のび査 番効 業の 試者及

月 験

号

式の概

１
平
成遊型 十技 三機 年の式

八

間名所名

番氏住 期 者氏

平第公愛株代

名号日号

山

示知式表 成 佐

の県会取 株

日名社締 年 式

古大役 会８

成市商市

社月号平屋一
中会原 日

区 期氏

月鴨茂

８区
年村

行地類分名

氏住を在種

山代岡回遊ス

間名所名

示山佐表山胴技ー

公岡

のー

の県株取県式機パ

口技認リ

日新式締浅遊

見会役

里及－

平市社郡機定ノ

成高佐

尾野庄び

町型 年

慎里式

種区番 者

月一見の 番 ８
第

地類分名名号日号

在

平 回遊ス山

成 胴技ー佐

式機パ株

年 遊のー式

技認リ会８

機定ノ社月号

及

住を 期 者氏

の
式

型
び日

号日号間名所名行

番氏

平第公岡山代岡

名
山

示山佐表山 成 佐

の県株取県 株

日新式締浅 年 式

見会役口 会８

高佐里

社月号平市社郡

成
尾野庄 日

町 年

慎里

区

月一見 番 ８

月分名 二
十遊デ 八技ス 日

及ー
定ヤ

認イ
のロ

機ト

火

型
び

曜

付

の
式

ら目
か丁

）一
日町

３

検 地

間地
年番

の定 日

す

ら関

か地に

）番等 １

第
条
６
第
則

間規

年る

３

第
則
規
る
す
関

に
等

定
検 地

第
条
６

の 日
間
年
３
ら

か地

）番 １

日

第
則
規
る
す
関

に
等

定
検

の概要検検検

６

第
条
６

定の 遊型製型定定

型式 代製う
号
２

年有 造 技式

定定は造事

検検検検又
者 定の申名又業遊 定表

５

号
２

年有請称は所技

事

又代製う型式の概要

又業遊遊型製型 表 は造

４

造 称は所技技式 者
名
定

型式の概要検検検検
請 定の 遊型製型申 定定 事

製う
号
２

年有 造 技式

業 機試

は所技

又業遊

造

区番期 者月 の験番効 式

平第公

分名名号日号間

株 遊

示 成 式 技

の 機魔会

日 年 の女社

認っ大８

成

定娘一月号平

及プ商

びル会日

効の 者及検の機
型ル年

種 期氏 月のび査所の 番

名所名行地類

氏住を在

第公愛株代愛ぱ

日号間
示知式表知ち

平
成

の県会取県ん

日名社締西こ 年

古大役春遊 ８

市井機

月号平屋一日技

成市商
中会原郡 日

の 及検の機機試

年村西

者 氏 び査所のの験 式業

分名名号

住を在種区番

所名行地類

株 株代愛ぱ遊

式 式表知ち技

会取県ん機魔会

社締西この女社

定娘一

大役春遊認っ大

商市井機及プ商

一日技

者

西型ル

会原郡びル会

月 の験の 番効 式業 機試
号日号間名

区番氏 期 者

平第公愛

分名名
株 遊

示知 成 式 技

の県 機魔会

日名 年 の女社

古 認っ大８

成市

定娘一月号平屋

及プ商

中 びル会日

査所の

検の機
型ル年村

知ち

愛ぱ

行地類

を在種

井機

日技

春遊

西こ

県ん

月

式ン８

西
郡

の
検

す３

関ら

にか

等）

定日

８区春

６
第
則

規間

る年

付大

月鴨茂町
字

か丁村

）一沖

日町字
西

ら目
３

ン

地
番
１

間地川

年番ノ

春式
に

沖等

字定

大検

茂町の
則

川規

ノる

西す

字関

村

鴨

式ン８区

地６

番第

１

月
付

の
検

目

にか丁

等）一

定日町

関ら

す３

春

６
第
則

規間地

る年番

西
字

村
沖
字
大

町

一ノ 四川 四

第
条

イ
号
１

第
条

地
番

１

イ
号
１

第
条

イ
号

１



製う型式の概

９

平 造事成 又業遊遊型製十

造 は所技技三 検の機機年 査所のの式業

八

北 海

は

の概要検検検検又代

の 型製型申名 定表 定定
者及 年有 造式請称者 定
月 験のび 番効 式業の 試

道 公 報

事

検検又代製う型式
８

名又業遊遊 表 定定は造

有請称は所技技 者 の申

のの 効の 者及検の機機

のび査所

第

事
う型式の概要検検

７
技式定 業遊遊型製型定

式業 の機機試年 造 所技

月 所のの験番

号

名又 表 定は造

検又代製
査
の 者及検

請称は 者

申

を在種区者

のび

月 行地類分名名二
十 東回遊コ株八 京胴技ロ式日

葛遊のブ社

都式機ン会
技

区機定都

飾技認ス大

小及火

二型

菅び研

曜

番氏住 期 者氏

目の

丁式

代

名名号日号間名所名

平第公東株 バ株

示京式表 成 ク式

の都会取 チ会

日葛社締 年 ョ社

飾大役 ウメ８

成小技木

ー月号平区都

シ

菅研原 ー日

月目俊

売８丁海

販年二

類分

氏住を在種区 期氏

栃千回遊

間名所名行地

取木葉胴技

公沖株代鳥
取県県県式機

示縄式表
社締米小四遊の

の県会
野メ役子山街技認

日宜

市及

平湾ー市市道機定

田井鷹び

成市シ別和荒

真ー所

の型 年志販町

台式 番 ８喜売直

一の

日号

在種区番 者

月２鋼

平第

地類分名名号
株 群ぱ遊

成 式 馬ち技

県ん機ま会

年 桐このわ社

生遊認るダ８

市技定くイ月号

境機及んド
ー日 野び

氏住を 氏

丁の

六式

町型

京式表

東株代

名所名行

イ
谷ダ役

渋社締

都会取

目久

丁
二ー田

東ド寳

区

治日

す
関

号に

９等

番定

８検 ８

第
条
６
第
則
規
る

間
年
３
ら

か号
）９

日番

地 丁番丁検

１等

日目地目定

）

地関

か番番に

ら

６
第
則

間規

年る

３号す

定

目検

第
条

等
６
第
則
規
る
す

関 地に 番

第
条

又代製う型

号
２

号
３

番

業遊 表 定定は造事

検検
請称は所技 者 の申名又

有

定

事
う型式の概要検検

技技式定 業遊遊型製型

検検又代製
号
２

年 造 所

定表 定定は造

概要検検

称は 者 定の 製型申名又

ロ
号
１

年有 造式請

事

検検又代製う型式の

又業遊遊型 表 定定は造

請称は所技技 者 の申名

機 年 式定 型定

要検検
有

び査所の 効の 者及検の
地類

氏住を在種 期氏 の
株代埼埼回

間名所名行

式

示京式表玉玉胴

公東

締川狭遊

の都会取県県

島ロ役越山技

日豊社
オ谷南大

平区デ市市機

池澤台字

成東

式業 の機機試

年袋一中

種区番 者月 所のの験番
第

地類分名名号日号

在

平 株 群ぱ遊

成 式 馬ち技

県ん機魔会

年 桐この人社

生遊認王ソ８

市技定国フ月号

ィ 境機及

試者及検
町型

野びア日
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